
平 成 ２ ７ 年 度 事 業 報 告 書 

 

法人の名称  認定特定非営利活動法人 ＡＩＤＳネットワーク横浜 

 

１ 事業の成果 

 

①  一般社会に対する教育、啓発活動 

 

ア 第２３期ボランティア学校開催事業 

エイズの知識をひろめ、予防や啓発を促進することと、電話相談員、ボランティア

活動の人材養成をすることを目的に毎年実施しており、専門的な分野を多岐にわたっ

て学習できる内容を展開した。 

５日間、１０講座を開講し、延べ１４１名が参加した。会員外受講者は延べ５８名

で、大学生、福祉関係者で、学習、業務に生かすことを目的としていた。 

ＡＮＹ会員、特に電話相談員には欠くことのできない研修であった。 

 

イ ＡＩＤＳ文化フォーラム in 横浜 参加事業 

エイズ関連情報を広めるために、エイズ文化フォーラム in 横浜に合わせて、「ＨＩ

Ｖ感染者の分娩と未受診妊婦の問題」（水主川 純：聖マリアンヌ医大病院産科副部長）、

「性感染症について」（伊戸田一朗：新宿 しらかば診療所院長）の２講座を開催し、

約６０名の参加があった。一般市民の方の参加が多くあり、性感染症やＨＩＶの基礎

的な知識だけでなく、出産に関わる諸問題の啓発に有効であった。 

 

ウ 世界ＡＩＤＳデー in Yokohama 参加事業 

横浜ＡＩＤＳ市民活動センター、横浜市健康福祉局などとの共催で、横浜駅東口そ

ごう前広場において開催。広く一般市民に、ＨＩＶ・ＡＩＤＳに眼を向けてもらうこ

とを目的に、会員手製のレッドリボンとエイズパンフレットの配布をし、来場者とと

もにレッドリボンの製作を行った。併せて、子供にも関心をもってもらうため、パズ

ルも用意した。パズル９２家族、リボン製作５４名を集客でき、昨年度比４０％の増

加がみられ、ＨＩＶ、ＡＩＤＳへの関心を高められた。                  
 

エ 出前講座 

高等学校５校、中学校３校、団体１より依頼があり、開催した。ＨＩＶ、ＡＩＤＳ

を含んだ、「性の話」への需要が多いが、合わせて 2,000 名を超す若者への啓発活動と

なった。 
 

 ② 電話相談事業 
 

ア 一般電話相談 

従来どおり、毎週２回、水曜日（１８時～２１時）と土曜日（１５時～１８時）に実施。

相談件数は約１割増加した。 
匿名、無料の相談で、全国からかかってきている。ＨＩＶについての疑問や感染不安な

どに耳を傾けているが、不安によるノイローゼ的な症状を訴える方が多い。２０代から３

０代の若年層の相談件数が多い、１０代の増加も顕著である。 
平成２７年６月から、一部を横浜市から「夜間・休日電話相談」とじて委託を受けるよ

うになった。相談員はボランティア学校講座に出席したり、事例検討会での討議に参加し

たり、外部講座に参加したりなど、常に研鑽に勤めている。 
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不安を抱える方々の、不安を軽減する窓口となっているだけでなく、検査に向かう方も

多く、予防活動に貢献できている。 
 

 

③ 広報活動 
 
ア ニュースレターの発行 

１９３～１９９号の７回発行した。本法人の活動の報告だけでなく、各種の研修会や講

座の報告、書評、講座の情報など、広く一般に向けてのＨＩＶ／ＡＩＤＳについての啓発、

研修の機会として編集した。 
本法人のホームページにニュースレターをアップし、更新している。 

 
イ ホームページ公開、更新事業 
  ホームページ閲覧者を視野にＨＩＶ／ＡＩＤＳの理解と予防啓発、共生社会に向けての 

活動を行った。ホームページについては広く閲覧されているようで、問い合わせがあった 
り、資料請求があったりしている。 

 

２ 事業内容 

 

（１）特定非営利活動に係る事業 

① 一般社会に対する教育、啓発活動に関する事業 

ア ボランティア学校開催事業 

・内   容  ＨＩＶ、ＡＩＤＳに関する様々な分野の１０講座、講師９名から

の講演、実習 

・日   時  ７月～９月 

・場   所  横浜ＡＩＤＳ市民活動センター 

・従事者人員  延べ２０人 

・受益対象者  一般社会人、本法人電話相談員・会員 延べ１４１人 

・支 出 額  220,345 円 

イ ＡＩＤＳ文化フォーラム in 横浜参加事業 

・内   容  講師２名が２回の講演を実施 

・日   時  ８月９日（日） 

・場   所  神奈川県民センター 

・従事者人員  ５人 

・受益対象者  一般社会人、学生、本法人会員 ５９人 

・支 出 額  43,600 円 

ウ 世界ＡＩＤＳデー in Yokohama 参加事業 

・内   容  レッドリボン製作、子供向けパズル遊び、パンフレット配布。 

パズル９２家族、リボン製作５４名を集客した。他にも、クイズ  

やビデオ上映、マスコットキャラクター活動に協力。 

・日   時  １１月２１日（日） 

・場   所  横浜駅東口 

・従事者人員  ８人 

・受益対象者  一般市民多数 

・支 出 額   27,769 円 
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エ 出前講座事業 

・内   容  中学、高校生に対する講演活動 

・日時、場所  ７月 ６日（月） 市立富岡中学校（３年生）   240 名 

７月 ９日（木） 県立追浜高校（定時２年生）    34 名 

７月１０日（金） 私立三浦学苑高校（１年生）  456 名 

７月１３日（木） 県立大和南高校（１年生）     320 名 

１２月１９日（土） ＹＡＡＩＣ主催講座（一般）   5 名 

２月２３日（火） 市立南中学校（３年生）    210 名 

３月 ７日（月） 市立本郷中学校（３年生）   190 名 

３月１４日（月） 県立厚木北高校（１年生）   278 名 

３月２３日（水） 県立厚木西高校（１年生）   280 名 

・従事者人員  延べ１７人（打ち合わせ含む） 

・受益対象者  中・高生徒、大学生、社会人 約 2,000 人 

・支 出 額  64,209 円 

 

② 電話相談事業 

ア 一般電話相談事業 

・内   容  一般市民からのＨＩＶ、ＡＩＤＳにかかわる電話相談。 

・日   時  毎週、水（18:00～21:00）、土（15:00～18:00） 計 98 回 

・場   所  横浜ＡＩＤＳ市民活動センター 

・従事者人員  延べ１９２人（事務作業は除く） 

・受益対象者  一般市民７８３人 

・支 出 額  313,152 円 

  

③ ニュースレターの発行、他団体との交流及び広報活動に関する事業 

ア ニュースレター発行事業 

・内   容  会員および関係団体に対して、本法人の活動、様々な情報を発信。 

・日   時  年に７回発行 

・場   所  横浜ＡＩＤＳ市民活動センター 

・従事者人員  ３３人 

・受益対象者  会員および関係団体、一般市民多数 

イ ホームページ公開、更新事業 

・内   容  不特定多数の方を対象として、ホームページを随時更新し、ニュ

ースレターや、様々な情報を公開。 

・日   時  通年 

・場   所  横浜ＡＩＤＳ市民活動センター 

・従事者人員  １３人 

・受益対象者  一般市民多数 

 

・ア、イの支出額計  157,875 円 


